
令和５年度　江戸川区立第六葛西小学校　学校関係者評価　最終評価報告書
目指す学校像
目指す児童像
目指す教師像

取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・「ぶっくまま」の名称を「ろくっこぶっく」とし、保護者
がより参加しやすい名称に変更する。
・読書月間に展示した「先生方のおすすめの本紹
介」は、図書室前廊下と多目的室に１ヶ月間展示し
ている。展示が始まった際に、すぐに朝会や放送等
で児童へ周知する。
・朝読書や読書科の時間に、児童同士でおすすめ
の本を紹介する時間を設ける。

・体力テスト結果で課題のある動きについて、ろくス
ポタイムや体育の授業で工夫を行う。

・「体を動かすのが楽しい」と感じる児童の肯定的な
回答を８５％以上にする。

A A

〇「体力テスト」は実施済み。結果が届き次第、児
童の実態に合わせた体力づくりを進める。
〇今後の体育の授業でも、体を動かすのが楽しい
と感じる児童を増やしていく。

A

・始めに全員でおにごっこをしたり音楽を流しても
らったり、楽しい体育でいいなと思いました。
・休み時間、先生たちも一緒に外で遊んでいる姿を
よく見るので、子供たちはいつも楽しそうです。

・今年度の体力テストで上がった反省を次年度の実
施案に盛り込み、より良い実施方法を提案できるよ
うに引き継いでいく。

・各委員会のほか、サマーキャンプ、ろくっこまつり、
親子レクなどPTAと協力して開催する。

・PTA行事で年２回の教員参加を目指す。

A B

〇ほとんどの教員がPTA行事に参加し、保護者と
の協力的な関係を構築しようとしている。
〇各行事の内容はコロナ渦前のように充実してきた
が、行い方を工夫しながら進められている。 A

・六小はイベントが多くて、子供たちがたくさん楽し
めるように大人たちが見守っている、とても良い小
学校だと思います。
・小さな子がいる家庭や仕事をしている親御さんに
とって、PTAの役員は負担になるか事もあると思い
ます。 今後希望する方で活動していかれたら更に
より良くなると思っております。

・PTA活動については、来年度ボランティア制を導
入することになる。今後もよりよい活動となるように工
夫していく。
・親子レクについては、PTA活動のボランティア制
に伴い廃止となるが、今後も開かれた学校づくりに
向け、地域・保護者へ教育活動を発信する場として
土曜授業日を活用していく。

・SSSを効果的に活用する。
・月１回定時退勤日を設定し、保護者に周知する。
・文書のペーパーレス化を推進する。
・会議で話し合う内容の精選をする。
・自動応答メッセージによる電話対応を実施する。

・毎月の勤務時間において、外在校時間４５時間以
上の教員を３名以内にする。
・会議の資料をクラウド上に保存する。
・会議にかける時間を平均４０分以内にする。

A A

〇学校だよりや学年だより、その他のお便りのペー
パーレス化が実現できた。
〇会議の内容や進め方を工夫することで会議時間
の短縮につながった。
〇留守番電話の対応時間が勤務時間と一致するよ
うになった。

B

・ペーパーレスや、休みの日の連絡方法が簡便に
なり、よかったなと思います。
・デジタル化などどんどん推進して先生方の業務を
減らしていただきたいです。
・tetoruの利用により、電話が出来ない環境でも連
絡が取りやすくなったが、1日に1件なのと、文字制
限があるのでもう少し使いやすくしてほしいです。
・担任の先生に相談したいこと、報告したいことが
あっても、電話は日中の限られた時間しかないので
連絡帳のみ、となるとタイムラグが生じて困るなと思
うことがありました。 tetoruなどで相談できるシステム
があったらなと思います。

・tetoruの利用については、区内小学校で決められ
た制限がある。今後、要望を出していきたい。
・担任との相談や報告は原則、連絡帳や電話となっ
てしまう。条件はあるが、Teamsを活用した個別の連
絡手段も可能なので、状況に応じて対応していきた
い。
・今後もお便りやアンケート等のデジタル化を進め、
よりよい情報伝達に努める。

B

〇生活指導校内連絡会を毎週実施し、校内の課題
について共有している。
〇ふれあい月間における「いじめ防止研修」、夏休
み明けの「QUアンケート活用研修」を行い、いじめ
防止についての職員の見識を深めることができた。
〇不登校対策については増加傾向にはなく、他機
関とつながっていない児童はいない。
●不登校傾向の児童全員の登校改善に向けた進
捗は、難しい状況にある。

B

・何かあった時もすぐに連絡を下さり、対応をしてく
ださるのでとても感謝しています。
・小さな困り事や心配事があった時、先生方に迅速
な対応をしていただき大変ありがたかったです。・担
任の先生や保健室の先生、他の先生方が子供の
体調を理解してくれているので、子供も安心して学
校に行く事ができています。
・児童たちが正しい人権感覚や、様々な特性・性格
の児童を理解して受け入れるていうことをお互いに
できるようになっていってほしいと考えています。

・学校だより、学年だよりを毎月載せる。
・学校日記のページに学校の様子や給食の献立を
毎日載せる。
・学校説明会のお知らせを載せる。

・保護者アンケート「学校だよりやホームページなど
で情報を発信している。」の肯定的評価を９５％以
上にする。

A B

〇ホームページに加え、tetoruを活用して、学校だ
より、学年だより、その他学校からのお知らせを配
信することができた。
○ホームページの情報更新が不十分であったの
で、今後定期的に更新できるようにGIGAスクール
推進委員会で改善していく。

A

・読み聞かせでは、子供たちは目を大きくして興味
津々に聞いてくれました。
・先生方によるおすすめ本紹介は、どの学年にも
合ったものがあってとてもよいと思いました。
・子供たちが先生方のおすすめの本を手に取れる
ように展示スペースを広くするか、展示期間を長く
できるとよいと思います。
・おすすめの図書の情報を子供同士で共有するよ
うにしてほしいです。

・休み時間を活用した運動遊びの日（ろくスポタイ
ム）を週１回実施する。（たてわり班遊び、長縄、短
縄、持久走など）
・体力づくり重点月間を実施する。

・ろくスポタイムを年に３５回実施する。
・６月実施の体力テストにおいて、平均値を都平均
と同水準にする。
・年１回なわとび月間、マラソン月間を実施する。
・運動会での肯定的評価９０％にする。 A A

〇「ろくスポタイム」は予定通り実施できている。９月
は「なわとび月間」であり、全児童がなわとびに取り
組む予定である。
〇「たてわり班遊び」は、９月に長縄跳び行い、他学
年交流の場になっている。
〇１２月から１月にかけて「持久走月間」を予定して
おり、児童の体力向上につなげる。

A

・運動会で子供たちの一生懸命頑張る姿を見て、
子供の成長を感じるとともに、このような素晴らしい
発表ができたのも日頃の先生方のご指導のおかげ
と感謝しております。
運動会の行事を通して子ども達が生き生きしていた
事を感じました。

特色ある教育の
展開

＜PTA活動の充実＞
・様々なPTA活動を通して健全な児童を育成し、学校の教育
活動への理解・協力を得られるようにする。
・保護者が交流をもちながら子育てを楽しみ、相談できる環
境を整える。

＜学校における働き方改革プラン＞
・「学校における働き方改革プラン」に基づく取組の実施

A

地域に広く開か
れた学校（園）の
実現

＜自校（園）の取組の積極的な発信＞
・学校（園）ホームページの充実等
・学校（園）公開の実施・充実

＜学校関係者評価の充実＞
・教育活動の改善・充実に向けた学校関係者評価の実施

子どもたちの健
全育成

＜子どもたちの健全育成に向けた取組＞
・不登校対策の実施・充実
・教育相談の強化
・hyper-QUの活用

・今後も「例年通り」を通例とするのではなく、地域、
保護者、そして児童にとって何が最善かを考えなが
ら、教育活動を見直していく。

・学校行事等、ただ前年通り、とするのではなく状況
に合わせて都度見直しをしてくださっているため安
心しています。
・運動会や音楽会で先生方が、児童を温かく見
守っていて、一生懸命な子どもたちの姿と合わせ
て、胸が熱くなるほど感動します。
・イベント、行事が多すぎると思います。

・保護者や地域、学校評議員などからの日常の連
絡や個人面談、運動会・学校公開・音楽会など行
事の感想から評価を行う。

・年度末の保護者アンケートで各項目の肯定的評
価を８０％以上にする。

・今後もHPやtetoruを活用しながら、情報発信に努
めていく。
・学校全体に関わる行事は年度初めに配布する
「年間行事予定」で確認してもらえるように呼び掛け
る。その他、学校行事の変更や学年行事などにつ
いては、決定次第、情報発信できるように努める。

A

B

・連絡がtetoruで配信されるので、最新情報がすぐ
わかりありがたいです。
・仕事をしているため、保護者が参加する行事のお
知らせは、休みを取らなければいけない場合もある
ので、１か月前などに詳細を知らせていただきたい
です。
・ホームページで小まめに日頃の様子を配信してく
ださりとてもありがたいです。

B

〇運動会や学校公開では、Formsを活用したアン
ケートを行い、肯定的な感想をいただくことができ
た。

・毎週金曜日に生活指導校内連絡会を実施する。
・いじめ・不登校対策委員会の年３回以上実施を達
成する。
・保護者アンケート「学校は、子供たちの生活の様
子を見守りながら、いじめや不登校などがない学校
にするために取り組んでいる。」の肯定的評価を８
０％以上にする。
・いじめに関する調査において未解決の事案を
10％以下にする。
・hyper-QUを実施し、その結果について分析を行
う。分析結果をもとに、各学級での指導について見
直しを図る。
・他機関とつながっていない児童をなくす。

・毎週金曜日生活指導夕会を行い、児童の情報や
対応、生活指導連絡協議会の報告などを共有す
る。
・ふれあい月間で児童アンケートを実施し、活用す
る。
・いじめ対策委員会を年３回以上実施し、組織的に
対応する。
・いじめに関する情報ファイルを作成し、日常的な
情報の共有を行う。
・hyper-QUの実施により児童の人間関係を把握
し、学級経営の充実などに活用する。
・日常的なSSWや児童相談所など、他機関との連
携を図る。

・いじめや不登校に対し、保護者に情報発信を継
続していき、理解と協力体制を図っていく。
・学年だけでなく、対策委員会や、学校全体で生活
指導上の問題点について対応していけるよう校内
体制を整えていく。
・「HyperQUの活用」「不登校対応」「いじめ未然防
止」などの研修を継続して行っていく。
・今後も不登校児童がどこにも関わりのない状況を
作らぬように保護者、学校、関係機関との連携を図
り、対応していく。

B

・支援が必要な児童の個別指導計画やその評価に
ついて、保護者と共有し、支援の改善を図り、適切
な環境を整えていく。
・継続して、校内委員会など教師の研修の機会を
設定する。

体力の向上

＜運動意欲や基礎体力の向上＞
・運動意欲・健康・体力の向上に向けた取組の実施・充実

・体力テスト結果における分析及び活用の充実

共生社会の実現
に向けた教育の
推進

＜特別支援教育の推進＞
・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた個に応じた指導
の実施・充実
・エンカレッジルームの活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の実施・充実

・特別な支援が必要な児童への学校生活支援シー
ト、個別指導計画を作成し、一人一人のニーズを把
握する。
・特別支援教育委員会を年に１１回実施する。
・特別支援教室専門員、スクールカウンセラー、特
別支援教室巡回指導教員との連携を図る。
・特別支援教育校内研修を年１回実施する。
・復籍交流を実施する。

・配慮、支援を要する児童の把握を１００％にする。
・特別支援教育委員会の年１１回実施を達成する。
・特別支援教育校内研修の年１回実施を達成す
る。
・手紙による学籍交流２名、直接交流２名を行う。

・天気が良い日は元気にみんなで外で遊んだり、ス
ポーツをしたりする習慣をもっと増やしていく。
・児童同士も良いが、教師も一緒に外で遊んだり活
動に参加できるようになると、児童が体を動かそうと
する意欲を高めることができると考える。
・次年度は体力向上への意欲付けと運動習慣の定
着を図るため、縄跳びを活用した取り組みを実践し
ていく。

A A

〇通級支援教室を利用する全ての児童の学校生
活支援シート、個別指導計画を作成し、指導の目
標や実態把握を行った。これ以外に特別な支援が
必要な児童については、コーディネーターが担任よ
り相談を受け、SCや巡回指導担当教諭と連携し、
支援の方法について助言した。
〇配慮・支援を要する児童について把握はしてい
るが、１００％のフォローはまだできていない。
〇特別支援教育校内委員会は現在まで予定通り
実施しており、年１１回実施の見込みである。
〇特別支援教育校内研修会も実施した。
〇副籍は、現時点で２名の間接交流と１名の直接
交流をしている。今後１名の直接交流も開始され、
３名も引き続き交流予定である。

B

・先生が一人一人の個性に合わせて声掛けをして
いたことが大変印象的でした。
・普段の様子や丁寧な関わりがよく分かり感謝して
います。一方で支援の必要なお子さんに支援が行
き届いていない様子も見受けられ、該当のお子さん
やその他のお子さんの学習環境や安全確保の観
点からも、もう少し人員を割いてほしいと感じまし
た。

＜取組項目＞　・評価の視点

学力の向上

＜学力の向上＞
・授業改善の推進、学習の基盤となる基礎・基本の確実な習
得、家庭学習習慣に対しての学校の組織的な対応による取
組の実施・充実

＜読書科の更なる充実＞
・読書を通じた探究的な学習の実施・充実

A

教育委員会
重点課題

具体的な取組 数値目標
自己評価

・読書科ノートを活用する。
・江戸川調べる学習コンクールに向けて、情報の分
析や整理の仕方、自分の考えを表現する方法を指
導する。
・区立図書館との読書科連携授業を各学年で年１
回実施する。
・区立図書館職員や読み聞かせボランティア、図書
整備ボランティアと連携する。
・江戸川区教育委員会指導主事による学校訪問に
より読書科授業の指導講評をいただき、指導力向
上を図る。

・90％以上の学級で江戸川調べる学習コンクール
に向けて、読書科ノートを活用した授業を行う。
・読み聞かせボランティアと協力し、すべての学級
で読み聞かせを月に１回行う。
・図書整備ボランティアと協力して月に２回学校図
書館を整備する。
・区立図書館職員によるブックトークを各学年年間１
回以上実施する。
・読書月間に教職員による本の紹介を行う。 B

●江戸川っ子読書科コンクールに向けて、全学級
で読書科ノートを活用しながら、図書を使った探求
的な活動を行った。自ら立てた問いに必要な情報
の収集、分析、整理、それに対する自分の考えを
表現する経験が乏しいので、引き続き指導を続ける
必要がある。
○読み聞かせボランティアによる月1回の読み聞か
せを行った。
○図書整備ボランティアや区立図書館職員と連携
し、図書室の整備や図書室の整備やバーコードシ
ステム導入作業を行った。
○９月の読書月間期間に、教職員によるおすすめ
の本や紹介文を図書室に展示したり、全学年で西
葛西図書館職員によるブックトークを実施したりし
た。
○江戸川区教育委員会指導主事による学校訪問
により読書科授業の指導講評をいただいた。授業
改善に向けて取り組むことができた。

学校教育目標
◎考える子〇思いやりのある子〇やりぬく子〇元気な子 ○児童一人一人、教職員一人一人が輝き、笑顔があふれる学校

○主体的に考え活動し、他者と豊かにかかわる子供
○自己研鑽に励み、互いに学び合い、高め合う教職員

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞・校内研究や若手育成研修の充実により、教員の学ぶ意欲がより一層向上した。
・ICTを文房具のように使えるようになり、深い学びに着目した授業を構築できた。・６年生は全国学力調査の算数で、都の平均正答率を上回った。
＜課題＞
他の学年も学力向上を目標に、基礎・基本の定着を図る。

学校関係者評価 来年度に向けた
改善策

・一人一台端末やICT機を積極的に活用して、多
様な学びの実現を図る。（校内研究３年目）
・各学期１回の江戸川っ子study week！の実施を
通して、家庭でのミライシードの活用を推奨する。
・外部委託による放課後補習教室（２～６年）を週１
回実施する。
・５，６年での教科担任制や各学年での交換授業を
実施する。
・年３回の校内授業観察他、校内研修や月１回程
度の若手教員育成研修（フレッシャーズの会）を実
施する。
・５年生における学力向上プロジェクトを実施する。
・年8回の区小教研や各種研究会での学びを校内
で交流する。

・児童アンケート「タブレットは学習の役に立ってい
ると思う。」の肯定的評価が８０％以上となるように学
習面での活用を推進する。
・ICT機器の家庭学習での活用率を向上させる。
・東京ベーシックドリル診断シートの正答率（２～６
年）を７０％にする。
・保護者アンケート「先生たちは、わかりやすい授業
を目指し、授業を工夫している。」の肯定的評価を
90％にする。
・東京ベーシックドリルテストを４月、９月、１月実施
し、確実に算数の学力が向上するようにする。

A B

〇校内研究を進め、授業観察時にICTの活用はも
とより教師の授業力が向上している。
〇ICT機器の家庭学習については、江戸川っ子
study　week！において全員が取り組む経験を積ん
だ。
〇東京ベーシックドリル診断シートの正答率は全学
年で上昇した。満点の割合も全学年で増加した。繰
り返し取り組んだ単元とそうでない単元の正答率に
差が見られるので、正答率の低い単元に取り組む
機会を増やすことが課題である。
〇東京ベーシックドリルテストを４月と９月に実施し
た。１月にも実施し、確実に算数の学力が向上する
ようにする。

B

・算数少人数指導では、とても分かりやすく丁寧に
授業をされていて安心しました。
・タブレットがあってより一層分かりやすい授業に
なっていると感じます。
・タブレットがあることで筆記の量が少なく、読み書
きの定着にデメリットなのではないかなと感じる面も
あります。
・タブレットによる学習効果はもちろんあるかと思い
ますが、個々がタブレットに向き合ってしまうと、他
者とのコミュニケーションという点で弊害もあるのか
なと、学校公開で感じました。
・ミライシードをもっと使いこなせたら、うまく活用でき
ると思います。

・タブレットの長所と短所を踏まえて学習計画を立て
るなど、これまでの学習とのバランスを図る。
・習熟度別指導ガイドラインをもとに、算数の少人数
指導を一層強化し、引き続き個別最適な学習の推
進と基礎・基本の定着を図る。
・校内研修を計画的・効果的に実施し、情報共有す
ることで学校全体の指導力向上を図る。
・朝自習を中心として、東京ベーシックドリルに取り
組む機会を確保する。
・次年度は新聞記事を使った読解力向上教材を活
用し、読解力向上を目指す。


